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 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和４年４月２０日(水)～２１(木) 

場 所  総務省、参議院議員会館(東京都) 

目 的  地元選出国会議員への要望活動 

 

 

報 

 

 

告 

 

 

の 

 

 

内 

 

 

容 

 

１．派遣内容 

1.1 要望先 

衆議院 金子恭之 先生(総務大臣)  参議院 松村祥史 先生 

参議院 馬場成志 先生  ※参議院 本田顕子 先生(熊本出身) 

 

1.2 要望内容 

【要望①】令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興のための財政措置 

【要望②】新型コロナウイルス対策を着実に推進するための継続的な財政

措置 

【要望③】新たな防災情報通信システム構築と光ブロードバンドサービス

の民設民営化への財政措置 

【要望④】公益性による農地保全への財政措置 

【要望⑤】特別支援教育支援員の確保に対する財政措置 

 

 金子先生への要望活動の様子は、 

「金子やすしオフィシャルサイト」参照 

 

 



 

1.3 その他 

 翌日、金子総務大臣が出席する総務委員会を傍聴 

 10:15～11:00 

「金子やすしオフィシャルサイト」参照 

   

 

２．所感 

金子先生が総務大臣に就任以降、球磨郡の町村議会としては初めての表

敬訪問という絶好のタイミングとなった。 

松村先生は夏に参議院選挙を控えており、激励も兼ねての訪問となった。 

馬場先生は、参議院の外交防衛委員長として、ウクライナ情勢の委員会

対応の最中であった。 

町長の計らいで、熊本出身の本田先生にもお会いでき、【要望⑤】をお

伝えすることができた。 

 

金子総務大臣を中心としたチーム熊本の先生方と、令和２年７月豪雨災

害や新型コロナウイルス対策など、本町が厳しい状況の中で、要望活動や

意見交換ができた意義は大きい。 

私自身の活動としては、国の交付金などを有効に活用するための提言を

引き続き行っていきたい。また、国会議員の堂々かつ謙虚な姿勢を改めて

見習いたい。 

 

 

(移動の際の新型コロナウイルス対策) 

 これまで新型コロナウイルスの影響で、上京による要望活動を自粛して

きた。今回、東京と熊本がレベル２に引き下げられたタイミングで、実に

２年５カ月ぶりの上京となった。予防接種３回やマスクの着用、入館ごと

の検温と手指消毒、タクシーによるドア TOドアの移動など、細心の注意を

払い行動した。 

 

 

 


